
鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地地下水等調査会第３回会議の概要 

 

鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画審査室 

 

 

１ 日時 令和２年９月２２日（火・祝） 午後１時～午後３時２０分 

２ 場所 さなめホール（米子市淀江町文化センター：米子市淀江町西原） イベントホール 

３ 委員 嶋田
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いとう

浩子
ひろこ

一般財団法人地域地

盤環境研究所主任研究員、勝見
かつみ

武
たけし

京都大学大学院教授、小玉
こだま

芳
よし

敬
のり

鳥取大学教授 

４ 結果 

（１）パイロットボーリング調査の主な結果 

ア 計画地周辺に概ね３つの帯水層（上部から帯水層Ⅰ、帯水層Ⅱ、帯水層Ⅲ）が存在。 

イ 帯水層Ⅱと帯水層Ⅲの境界には、固結度が高い難透水層が存在。 

ウ 帯水層Ⅲの下位にも比較的固結度が高い地層（難透水層）が存在。 

 

（２）本調査計画に対する主な意見 

   以下の意見をいただき、対応を検討中。 

・帯水層Ⅰの水位は地下水の流れに大きく影響するため、観測井戸用のボーリング数（３地点）は

少ないのではないか。もっと本数を増やすべき。 

・観測井戸用のボーリングは、帯水層の途中で止めるのではなく、帯水層全体の地下水が把握でき

る深度まで掘り進めるべき。 

・客観的に地層の連続性を確認するため、ボーリングコアの目視観察だけでなく、地質分析を追加

検討してはどうか。 

・水質調査の精度を確保するため、調査項目を追加してはどうか。 

 

（３）コア確認及び現地確認 

   当日午前、パイロット調査のボーリングコア及び調査 

地点の確認を行った。 

 

（４）傍聴 

新型コロナ対策として、別室でモニターによる傍聴を 

実施（西部会場：さなめホール大ホール、東部会場：県 

庁講堂）。傍聴者は３７名（西部：２８名、東部：９名）。 

       

 

５ 今後の予定 

  令和２年１０月 本調査ボーリング 

      １１月 地下水位連続観測開始（１年間）、水質一斉観測（低水期に１回） 

 令和３年１月頃 第４回会議（本調査ボーリング結果の整理、シミュレーションモデルの構築検討等） 

コア確認の様子 


